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令和７年度
ホッカイドウ競馬の取組概要案

令和６年度 第２回北海道地方競馬運営委員会資料

令和７年２月
北海道農政部競馬事業室



区分 日数（うち祝日） 開催数 期間

令和７年度 85日（2日） 16回 ４／16 ～ 11／13 

令和６年度 84日（1日） 15回 ４／17 ～ 11／７

増減（R7－R6） ＋1日（+1日） ＋１回 －

２ 開催日程
○ 全日程、門別競馬場でナイター開催。
○ 開催期間は、閉幕を１週間伸ばし８５日間１６開催（前年比＋１日）。

令和７年度取組概要案
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３ 発売目標額
○ ５００．０億円（Ｒ６計画：４８０．０億円 、Ｒ６実績：５４３．６億円）
○ 発売目標額は、令和６年度の発売実績をベースに、他場の発売日程やナイター開催の競合日数増などを
勘案し設定。

１ 事業推進の考え方
○ 「第３期北海道競馬推進プラン」を着実に推進し、安定した収支構造を確立するため、顧客の拡大及び
強い馬づくりと魅力ある番組づくりを進めるとともに、YouTubeを活用した積極的な情報発信や、南関東競
馬との更なる連携強化に取り組み、一層の発売拡大を図る。
○ 令和５年度に着手した門別競馬場の基幹施設整備について、令和７年度はきゅう舎整備を完了すると
ともに、業務・来場者エリアや住居エリアの令和９年度までの整備に向けて実施設計や開発許可申請など
必要な準備を計画的に進める。
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第３期推進プランに

おける取組方向

１　ヒトの充実 〇騎手・きゅう務員の確保
・地方競馬教養センターの騎手候補生に対する勧誘活動の実施

・きゅう務員賞の増額

○きゅう舎経営の安定

・冬期在厩促進に係る各種手当の継続

　◇冬期在厩３歳馬手当

　◇３歳馬他場重賞競走出走奨励金　　※令和７年度ホッカイドウ競馬出走が条件

　◇他場重賞遠征費補助制度　　※令和７年度ホッカイドウ競馬出走が条件

・開催期間の増（R6：84日間15開催30週　→　R7：85日間16開催31週）

２　モノの充実
〇基幹施設の計画的な更

新整備

・きゅう舎整備工事を完了予定（２か年事業の２年目）、旧きゅう舎の解体工事を開始（２か年計画の１年目）

・業務・来場者エリアの整備に係る実施設計、造成工事（一部馬道の仮設）及び旧施設の解体工事（一部）を実施　　※令和９年度整備完了予定

・住宅整備に向けた基本・実施設計、開発許可申請及び仮設住宅（リース）を設置　　※令和９年度整備完了予定

〇インターネット上の顧客の

拡大

・全国・南関東圏をターゲットとしたテレビＣＭ出稿（新規）

・公式YouTubeチャンネルのリニューアル（公式チャンネルの統合、企画番組の充実等）による情報発信の強化

　◇ホッカイドウ競馬入きゅう馬の密着映像展開（１歳馬の入きゅうから２歳デビューに向けて）

　◇２歳新馬戦の情報発信の充実（フレッシュチャレンジ競走のポイント解説、ＰＯＧドラフト会議推奨馬の追跡等）

　◇ホッカイドウ競馬休催期間中における南関東競馬と連携した企画番組配信

・ホッカイドウ競馬出身馬情報のデータベース化による出身馬情報の発信強化（拡充）

○顧客の拡大対策

（門別競馬場）

・地元自治体やホッカイドウ競馬連携企業と連携した競馬場内でのイベント展開（グルメ出店、プレゼント抽選会、タレントによるトークショー等）

・他主催者と連携した来場促進イベントの実施

・無料送迎バスのサービス拡大（空き時間を活用した門別競馬場－近隣牧場間の運行、乗客へのプレゼント配布）

○顧客の拡大対策

（場外発売所）

・来場・発売促進に向けたイベントの実施（チェックインスタンプラリーの通年実施、Ａｉｂａデーの設定、Ａｉｂａまつり等）

・LINEのホッカイドウ競馬公式アカウントによる発売日程、イベント情報などの各種情報配信

・発売システム増強に伴う非開催日における他場発売の拡大（新規）

〇馬・馬主の確保

・他主催者競馬場から門別競馬場に再入厩する際の輸送費補助制度の補助単価の増（拡充）

・競走馬購入費補助制度の対象頭数の増（拡充）　※制度利用馬は３歳８月までホッカイドウ競馬に在きゅう・出走が条件

・春先の２歳馬確保に向けたＪＲＡ２歳認定競走の１着賞金の増

　◇フレッシュチャレンジ（増額対象は第３回門別開催まで）

　◇アタックチャレンジ（増額対象は第４回門別開催まで）

　◇ウィナーズチャレンジ

・早期出走奨励金の増（拡充）　※増額対象は、第２回門別開催までのフレッシュチャレンジ競走出走馬の馬主・調教師

・重賞競走の出走手当の増（拡充）

○強い馬づくりの推進 ・同上

○魅力ある番組づくり

・春先の２歳馬確保に向けたＪＲＡ２歳認定競走の１着賞金の増（再掲）、重賞競走の出走手当の増（再掲）

・新たに供用開始となった種牡馬産駒限定戦の実施

・船橋競馬と共同開催でJBC競走を実施（令和７年11月３日(祝月)）

５　サービスの向上
○インターネット上のサービス

の向上

・LINEのホッカイドウ競馬公式アカウントによる発売日程、イベント情報などの各種情報配信（再掲）

・公式YouTubeチャンネルのリニューアル（公式チャンネルの統合、企画番組の充実等）による情報発信の強化（再掲）

○情報発信内容の改良・

充実

・公式YouTubeチャンネルのリニューアル（公式チャンネルの統合、企画番組の充実等）による情報発信の強化（再掲）

・ホッカイドウ競馬出身馬情報の通年発信によるホッカイドウ競馬のＰＲ（再掲）

主な取組予定

３　ファンの拡大

４　馬と番組の充実

４ 主な取組予定


